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図面番号

工事名

S=1:200

縮尺

工事箇所

図面種類

S=　1：-

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

全 号葉 第

図　示

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

位置図

位置図
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-1 0工区)

切土補強土工　N=104.0本

軽量盛土工　　A= 34.0m 3

Ｌ＝59.5ｍ　Ｗ＝6.0(8.4 5)ｍ

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

494.05

493.93

494.51

492.94

491.87

492.92

491.81

460

465

470

475

480

485

490

495

500

495

500

505

510

50
5

49
5

50
0

S=1:200A2側擁壁構造計画平面図

全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A2側擁壁構造計画平面図

1:200

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

1:1.2

1:0.6

1:0.6

1:
1
.5

1:
1
.5

4H-11

4H-12

495.76
494.89

500.88

490.46

493.73

494.22

493.75

492.97

493.00

495.36

503.31

497.39

493.69
496.72

493.96

497.70

503.41

501.52

503.76

495.79

493.40

493.68

492.81

493.28

492.49

491.94

493.11

503.63

511.19

504.85

491.11

492.42

494.84

494.75

494.51

480.43

481.25

481.65
474.72

469.06

487.18

476.13

468.45

476.12

466.27
462.89

465.75

474.12

466.01

486.79

487.19

480.26

492.44

498.56

495.34

492.31

494.63

Rガッタ ー500

落
蓋
400×

400

U2
00

U400

波
型
管
φ
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00

U400

U400

落蓋400×
400

U180

As

As

As

As

As

法枠工

法枠工

モルタル吹付

モルタル吹付

Co

コンクリート張

49
4.

89
3

49
4.

76
4

49
4.

60
1

49
4.

74

49
4.

52

49
4.

68

R
=1

2
0

N
O
.2

1
+
1
2
.
0
6
0

K
E
.
3-
2

A=
70

NO.22

NO.23

KAKA4
NO.24

NO.25

NO.26

KE.4-1

NO.27

+10.0

+9.0

+15.0

+16.0

BP

No.1

No.2

No.3
EP(No.4)

BC1

EC1(BC2)

EC2(BC3)

EC3

A3-BorNo.7

A3-BorNo.8

軽量盛土工 L=59501

＊橋梁設計において視距拡幅及びNo.21+16.5～No.23+6区間の路肩スリ付け(0.5m～1.5m）を行っている為、留意すること。
＊橋梁設計の線形計算書を確認する事。

R=15

R=15

R=30
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

2.
0m

2.
0m

法面
整形 L=17.4

モルタル吹付(t= 3 c m ) L = 0 . 9

モル
タル吹

付(t=3cm)　L=11.6

Vc

地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

白
亜
紀

完
新
世

地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる盛土で12.9ｍ厚で確認される。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在
する。未風化砂岩の転石は硬質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。大既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約0.7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部ど0.0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含むみ含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩・礫岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40
～70°の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。
岩級区分CH級。

地質凡例

WSs

VWSs

dt-c

Vc

DL=490.00

GH=
FH=

487.91
495.25

No.23

(No.23+5.4)

1.895%1.895%

1:
1.
5

1:0.6

1:0.6

3.000

7.44

▽495.165

1.297 1.2973.458

9.052

8.43

10
030
0

11
60

0
12

65

15
0

35
00

15
0

30
00

15
0

30
00

15
0

15
00

2.
0m

As

495.165
495.336

S=1:100A-3 4号橋 切土補強土工　横断図(1)

＊橋梁設計において視距拡幅と、No.21+16.5～No.23+6区間の路肩スリ付け(0.5m～1.5m）を行っている為、計画位置には留意すること。
＊上記の線形計算確認は、橋梁設計の線形計算書を確認する事。

埋
戻

礫質土 砂質土 軟岩Ⅰ 軟岩Ⅱ

片切掘積

オープン

切
取

床
掘平均1≦W＜2

標準・W≧2

小規模

最小W2≧4

最大W1≧4

1≦W＜4

最大W1＜1

小規模

盛　　　土

路　　　体

路　　　床

敷外 土羽土 補強土 購入土 表土
その他

切
土

盛
土

法
面
整
形

人　力

機　械

人　力

機　械

モルタル吹付

人工張芝

法
面
工

本
線
舗
装

表層工

表層上層路盤工

上層下層路盤工

下層路 床 整 形

As破砕

Co破砕

張コンクリート

- -

- -

- -

- -

- -

- -

-

-

- -

- - - -

-

-

-

-

- -

-

- -

-

No.23

-

取付舗装

7.0

7.0

7.0

埋
戻

礫質土 砂質土 軟岩Ⅰ 軟岩Ⅱ

片切掘積

オープン

切
取

床
掘平均1≦W＜2

標準・W≧2

小規模

最小W2≧4

最大W1≧4

1≦W＜4

最大W1＜1

小規模

盛　　　土

路　　　体

路　　　床

敷外 土羽土 補強土 購入土 表土
その他

切
土

盛
土

法
面
整
形

人　力

機　械

人　力

機　械

モルタル吹付

人工張芝

法
面
工

本
線
舗
装

表層工

表層上層路盤工

上層下層路盤工

下層路 床 整 形

As破砕

Co破砕

張コンクリート

- -

- -

- -

- -

- -

- -

-

-

- -

- - - -

-

-

-

-

2.6

-

取付舗装

No.23+5.4

40.0

-

1.6

17.4

11.6

2.6

40.0

1.6

17.4

11.6

埋
戻

礫質土 砂質土 軟岩Ⅰ 軟岩Ⅱ

片切掘積

オープン

切
取

床
掘平均1≦W＜2

標準・W≧2

小規模

最小W2≧4

最大W1≧4

1≦W＜4

最大W1＜1

小規模

盛　　　土

路　　　体

路　　　床

敷外 土羽土 補強土 購入土 表土
その他

切
土

盛
土

法
面
整
形

人　力

機　械

人　力

機　械

モルタル吹付

人工張芝

法
面
工

本
線
舗
装

表層工

表層上層路盤工

上層下層路盤工

下層路 床 整 形

As破砕

Co破砕

張コンクリート

- -

- -

- -

- -

- -

- -

-

-

- -

- - - -

-

-

-

-

No.23

-

取付舗装

-

-

-

-

-

15.5

37.8

埋
戻

礫質土 砂質土 軟岩Ⅰ 軟岩Ⅱ

片切掘積

オープン

切
取

床
掘平均1≦W＜2

標準・W≧2

小規模

最小W2≧4

最大W1≧4

1≦W＜4

最大W1＜1

小規模

盛　　　土

路　　　体

路　　　床

敷外 土羽土 補強土 購入土 表土
その他

切
土

盛
土

法
面
整
形

人　力

機　械

人　力

機　械

モルタル吹付

人工張芝

法
面
工

本
線
舗
装

表層工

表層上層路盤工

上層下層路盤工

下層路 床 整 形

As破砕

Co破砕

張コンクリート

- -

- -

- -

- -

- -

- -

-

-

- -

- - - -

-

-

-

-

-

取付舗装

No.23+5.4

-

-

-

-

-

15.5

37.8

12.5

1.6

12.5

全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 切土補強土工　横断図(1)

1:100

R7-10工区 R7-10工区

L=15.5
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R7-10工区

指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

L=14.1

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

支持層線

ｂ

WSs
VWSs

dt

地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

白
亜
紀

完
新
世

地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩・礫岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在する。未風化砂岩の転石は硬
質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部に0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含み、含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40～70°
の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。

岩級区分CH級。

地質凡例

WSsVWSs

dt-c

dt-g

dt-s

DL=490.00

GH=
FH=

487.85
494.84

No.23+9.00

DL=480.00

0.572%0.572%

法
面
整
形
 L=19.1

5.
5m

6.
5m

モルタル吹付(t= 3 c m )　 L= 0 . 7

モ
ル
タ
ル
吹
付
(t=3cm)　

L=13.6

Ｃ Ｌ

Ｄ

Ｃ Ｌ

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０

Ｎ値

478.71

475.46

475.01

472.06

（投影）

No.23+8.71 R-5.50

標高４８０．４６ｍ

( 深度８．００ｍ )

Ａ３－Ｎｏ . ７

As

法枠工

法
枠
工

494.812494.87

舗装破砕

4号取付舗装

1.500 3.000
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14.47

11.03

(1:0.6)

(1:0.6)

(1:1.2)

(1:1.2)
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0
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m
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戻

礫質土 砂質土 軟岩Ⅰ 軟岩Ⅱ

片切掘積
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切
取

床
掘平均1≦W＜2
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小規模
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1≦W＜4
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小規模
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-
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-

0.6
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-
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埋
戻

礫質土 砂質土 軟岩Ⅰ 軟岩Ⅱ

片切掘積
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切
取

床
掘平均1≦W＜2

標準・W≧2

最小W2≧4

最大W1≧4

1≦W＜4

最大W1＜1

小規模

盛　　　土

路　　　体

路　　　床

敷外 土羽土 補強土 購入土 表土
その他

切
土

盛
土

法
面
整
形

人　力

機　械

人　力

機　械

モルタル吹付

人工張芝

法
面
工

本
線
舗
装

取付舗装表層工

表層上層路盤工

上層下層路盤工

下層路 床 整 形

As破砕

Co破砕

張コンクリート

- -

-

- -

-

- -

- -

-

-

- -

- - - -

-

-

-

-

-

-

- -

-

No.23+9.00

-

-

0.8

14.1

23.0

24.2

14.3

障害あり

0.6

S=1:100A-3 4号橋 切土補強土工　横断図(2)

全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 切土補強土工　横断図(2)
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R7-10工区

指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

L=17. 1

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

6.
0m

6.
5m

7.
5m

Vc

地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

白
亜
紀

完
新
世

地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩・礫岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在する。未風化砂岩の転石は硬
質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部に0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含み、含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40～70°
の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。
岩級区分CH級。
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鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 切土補強土工　横断図(3)
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鹿児島県道路公社

路 線 名
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地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩・礫岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在する。未風化砂岩の転石は硬
質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部に0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含み、含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40～70°
の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。

岩級区分CH級。
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S=1:100A-3 4号橋 切土補強土工　横断図(4)
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全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 切土補強土工　横断図(4)
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鹿児島県道路公社

路 線 名

景観設計

地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

白
亜
紀

完
新
世

地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩・礫岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在する。未風化砂岩の転石は硬
質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部に0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含み、含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40～70°
の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。
岩級区分CH級。

地質凡例
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S=1:100A-3 4号橋 切土補強土工　横断図(5)
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全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 切土補強土工　横断図(5)
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5.77%
5.77%

地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

白
亜
紀

完
新
世

地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩・礫岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在する。未風化砂岩の転石は硬
質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部に0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含み、含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40～70°
の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。
岩級区分CH級。

地質凡例

舗装破砕

舗装破砕

No.25+15.00

No.26(KE.4-1)

1:
1.
0

4号取付舗装

4号取付舗装

1.5003.000

9.430

1.5003.000

9.481

1.500 3.000

0.2150.215

1.500 3.000
0.2410.240

11.28

4.53

7.08

9.48

10.00

2.44

9.43

8.23

7.03

0.50

500

5000

5000

47
78

55

36
70

▽478.800

1:0.6

1:0.6

1:0.6

VWSs

WSs

b

VWSs

Vc

WSs

▽493.762

86
2

16
50

30
0

10
0

15
00

15
0

▽491.250

4.0

S=1:100A-3 4号橋 切土補強土工　横断図(6)

埋
戻

礫質土 砂質土 軟岩Ⅰ 軟岩Ⅱ

片切掘積

オープン

切
取

床
掘平均1≦W＜2

標準・W≧2

小規模

最小W2≧4

最大W1≧4

1≦W＜4

最大W1＜1

小規模

盛　　　土

路　　　体

路　　　床

敷外 土羽土 補強土 購入土 表土
その他

切
土

盛
土

法
面
整
形

人　力

機　械

人　力

機　械

モルタル吹付

人工張芝

法
面
工

本
線
舗
装

取付舗装表層工

表層上層路盤工

上層下層路盤工

下層路 床 整 形

As破砕

Co破砕

張コンクリート

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

--

- - -

- - -

- - - - -

1.4

-

-

1.4

-

-

-

-

-

-

-

No.26(KE.4-1)

埋
戻

礫質土 砂質土 軟岩Ⅰ 軟岩Ⅱ

片切掘積

オープン

切
取

床
掘平均1≦W＜2

標準・W≧2

小規模

最小W2≧4

最大W1≧4

1≦W＜4

最大W1＜1

小規模

盛　　　土

路　　　体

路　　　床

敷外 土羽土 補強土 購入土 表土
その他

切
土

盛
土

法
面
整
形

人　力

機　械

人　力

機　械

モルタル吹付

人工張芝

法
面
工

本
線
舗
装

取付舗装表層工

表層上層路盤工

上層下層路盤工

下層路 床 整 形

As破砕

Co破砕

張コンクリート

- -

-

- -

-

- -

- -

- -

-

-0.2

- -

- -

- - - - -

-

2.9

-

-

-

-

-

-

-

-

- -

-

No.25+15.00

-

-

2.6

-

2.1 -

モ
ル
タ
ル
吹
付
 L
= 1
. 4

法
面
整
形
 L
= 1
. 4

法
面
整
形
 L=2.92.

0m

実 施 設 計 図
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 切土補強土工　横断図(6)

1:100
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

494.05

493.93

494.51

492.94

491.87

492.92

491.81

59367

L=14672

14671

7500

L=8000

8000

A-3 4号橋 切土補強土工計画図(1/3)

平 面 位 置 図 S=1:200

全 号葉 第

図　示

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 切土補強土工計画図(1/3)

1:1.2

1:0.6

1:0.6

460

465

470

475

480

485

490

495

500

495

500

505

51 0

505

495

500

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

4H-11

4H-12

495.76
494.89

500.88

490.46

493.73

494.22

493.75

492.97

493.00

495.36

503.31

497.39

493.69
496.72

493.96

497.70

503.41

501.52

503.76

495.79

493.40

493.68

492.81

493.28

492.49

491.94

493.11

503.63

511.19

504.85

491.11

492.42

494.84

494.75

494.51

480.43

481.25

481.65
474.72

469.06

487.18

476.13

468.45

476.12

466.27
462.89

465.75

474.12

466.01

486.79

487.19

480.26

492.44

498.56

495.34

492.31

494.63

Rガッタ ー500

落蓋400×400

U20
0

U400

波
型

管
φ
10

00

U400

U400

落蓋400×400

U180

As

As

As

As

As

法枠工

法枠工

モルタル吹付

モルタル吹付

Co

コンクリート張

49
4.

89
3

49
4.

76
4

49
4.

60
1

49
4.

74

49
4.

52

49
4.

68

R=
12

0

NO
.2

1+
12

.0
60

KE
.3

-2

A=
70

NO.22

NO.23

KAKA4 NO.24

NO.25

NO.26

KE.4-1

NO.27

+10.0

+9.0

+15.0

+16.0

BP

No.1

No.2

No.3
EP(No.4)

BC1

EC1(BC2)

EC2(BC3)

EC3

1:
1.

5

1:
1.

5

A3-No.6

A3-BorNo.7

A3-BorNo.8

L=
88
86

補
強
土

壁
工
①

8000

70
00

27
0

20

STA.
21+1

2.00
0

R=15

R=15

R=30



実 施 設 計 図

32 10図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

5.
5m

6.
5m

舗装破砕

4号取付舗装
1.5001.500

9.048

0.024

3.000 3.000

0.024

14.47

11.03

(1:1.2)

1
0
0

3
0
0

1
4
5
0
0

1
1
6
4

1
5
0
0

1
5
0

3
0
0
0

1
5
0

3
0
0
0

1
5
0

3
0
0
0

1
5
0

3
2
5
0

1
5
0

▽494.814

▽479.150

(1:0.6)

(1:0.6)8.5
m

7.0
m

7.33

8.53

0.57%0.57%

FRP製格子状受圧板

967mm×967mm×40mm

スーパーダグシム工

削孔径：φ60mm

芯材：ダグシムパイプS型 φ25.9mm

配置間隔：@1.5m

コンクリート吹付

t=100mm

A-3 4号橋 切土補強土工計画図(2/3)

標 準 断 面 図 S=1:100

GH=
FH=

487.85
494.84

No.23+9.00

DL=490.00

DL=480.00

As

法枠工

法
枠
工

ｂ

WSs
VWSs

dt

WSsVWSs

dt-c

dt-g

dt-s

494.81494.87

全 号葉 第

図　示

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 切土補強土工計画図(2/3)

指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)
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32 11図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

R7-10工区実施

面積A=正面積(236.55m2)×斜率(1.166)     =275.8m2

▽493.670▽493.762
▽494.019

▽494.459

▽494.680▽494.814
▽495.162

8922 3885 7133 20347 15534 1548

軽量盛土工延長 L=59500

11
64

14
50

0

15
30

14
50

0

10
59

13
25

0

11
19

10
10

0

86
2

16
50

12
64

13
50

0

10
76

11
35

0

10
53

96
00

97
9

補強土壁工延長 L=13993

3679

750 36.5@1500=54750

(A=482.9m2)

鉄筋挿入工延長 L=58500

3000

E.L.=485.56

E.L.=486.85

E.L.=488.14

E.L.=489.42

E.L.=490.71

E.L.=491.44

E.L.=492.73

E.L.=485.56

E.L.=486.85

E.L.=488.14

E.L.=489.42

E.L.=490.71

E.L.=491.44

E.L.=492.73

E.L.=490.16 E.L.=490.16

　
　

　
　

69
50

DL=490.000

DL=485.000

DL=480.000

DL=475.000

DL=490.000

DL=485.000

DL=480.000

DL=475.000

▽493.400
▽493.150

▽493.000

▽493.650
▽493.900

▽493.150

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

記号 説　明

スーパーダグシム

FRP製格子状受圧板(967×967×40)

添字のMはミドルサイズ(647×647×40)

※1 削孔径はφ60㎜ 

コンクリート吹付(t=100mm)

面積A=正面積(414.14m2)×斜率(1.166)

－凡例－

※2 添字は芯材長(m)

添字のHはハーフサイズ(407×407×40)

E.L.=490.59

E.L.=491.88

MH

M

M

M

M

M

MH

M

HH

73

74

     =482.9m2

A-3 4号橋 切土補強土工計画図(3/3)

展 開 図(正面) S=1:100

NO
.2
3

NO
.2
3+
9.
0

NO
.2
4

KA
.3
-2
KA
.4
-1

NO
.2
5

NO
.2
5+
15
.0
0

NO
.2
6

A-
A

B-
B

C-
C

D-
D

E-
E

列　番　号

鉄筋挿入工

鉄筋挿入工打設間隔

注：水平抑止工のグラウンドアンカーに干渉しないように打設すること

2.0 2.0

8.58.5 8.5 8.5 8.5 8.5 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 8.0 7.0 6.0 5.0 4.0 3.0 2.0 2.0

2.0 3.5

2.0 3.5 4.5 5.5 6.5 7.0 7.5 7.5 8.0 8.5 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0

9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 8.0 7.0 6.0 5.0 4.0 3.0

2.0

3.5 4.5 5.5 6.0 6.5 6.5 7.5

5.5 6.0 7.0 8.0

8.5 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 8.5 8.5 8.5

9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0

9.0 9.0 9.0 9.0

9.0 8.5 8.5 8.0 8.0 8.0 7.5 7.5

8.5 8.5 8.5 7.5 6.5 5.5 4.5 3.5

7.5 7.5 7.5 6.5 5.5 4.5

9.0 9.0 8.5 8.0 7.5 7.0 6.5 6.5 6.5 6.5 6.5 5.5 4.59.09.09.0

2.5

4.5

2.07.0

全 号葉 第

図　示

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 切土補強土工計画図(3/3)

指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

500

1500

1000

500250

500250 250

250

50

24.4

28.4

2

13 3.8

12
.5

46

40

142

18

30 46

9150

15
0

パ
イ
プ
長
（
Lp）

削
　
孔
　
長
（
L）

40

110

65

80

65

44

44

100

削
孔
径

φ
60

ダグシムパイプＳ型（1000mm）

ダグシムパイプＳ型（1500mm）

亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

S=1:10つば材Ｓ型取り付け図

ツバ材Ｓ型 

凡　　例

S=1:2つば材S型  

（転造ネジ）

ダグシムパイプS型  S=1:2

(亜鉛メッキ)

ねじ仕様：ネジボン26mm（左ねじ）

頭部プレート

S=1:2ダグシムカップラーＳ型 頭部ナット

S=1:5

S=1:2
(亜鉛メッキ)

(亜鉛メッキ)

(亜鉛メッキ)

取付詳細図 S=1:5

S2型 

S=1:2ダグシムビット

※頭部はつば材なし

ダグシムパイプS型  

つば材S型  

(亜鉛メッキ)

σck=24N/mm2

膨張セメントミルク

ダグシムビット

(亜鉛メッキ)

ダグシムカップラーS型  

打設高基準位置

硬練りモルタル

コンクリート吹付工

t=100mm

σck=18N/mm2

頭部ナット

(亜鉛メッキ)

頭部プレート

(亜鉛メッキ)
FRP製格子状受圧板

菱形金網#14　50×50

ラス張工

水抜きパイプ VPφ50mm

l=120mm 1本/3m2

補強芯材・部品　材料表

（m） （本）

1.5m

補強パイプＳ型

（本）

1.0m

カップラー

（個）

Ｓ型

（個）

つば材

Ｓ型

１本当たり

芯材長

2.0 2 - 31

1 1 41

- 2 51

2 1 62

1 2 72

- 3 82

2 2 93

1 3 103

4 113

2 3 124

1 4 134

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5 5 144

2 4 155

1 5 165

6 175

8.0

8.5

9.0

-

-

-

A-3 4号橋 切土補強材詳細図

全 号葉 第

図　示

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 切土補強材詳細図
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

A

A

40
mm

40mm

4
0
m
m

9
6
7

7
3

73

967
40

5

4
0

7

9
6
7

寸　法

重　量

面　積

967×967×40 mm

17.5 kg

0.935 ㎡

材　質 FRP(連続ガラス長繊維使用)

FRP製格子状受圧板　諸元

ダークブラウン標準色

・ 「JIS K 6911 A法」耐燃性試験にて「不燃性」

・ バイオマスマーク適合製品とする。

特　記

   評価製品とする。

A-3 4号橋 受圧板詳細図(1/2)

(レギュラーサイズ)

正 面 図 S=1:5 A-A断面 S=1:5

斜 視 図 S=1:2 バー断面形状 S=1:2

全 号葉 第

図　示

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 受圧板詳細図(1/2)
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

B

B

C

C

40647

73

6
4
7

7
3

6
4
7

40
mm

40mm

4
0
m
m

5

4
0

7

40
mm

40mm

4
0
m
m

5

4
0

7

40

4
0
7

4
0
7

7
3

407

73

ダークブラウン

FRP製格子状受圧板　諸元

FRP(連続ガラス長繊維使用)

647×647×40 mm

標準色

材　質

面　積

重　量

寸　法

0.418 ㎡

7.8 kg    評価製品とする。

・ バイオマスマーク適合製品とする。

・「JIS K 6911 A法」耐燃性試験にて「不燃性」

特　記

ダークブラウン

FRP製格子状受圧板　諸元

FRP(連続ガラス長繊維使用)

407×407×40 mm

標準色

材　質

面　積

重　量

寸　法

0.16 ㎡

3.1 kg    評価製品とする。

・ バイオマスマーク適合製品とする。

・「JIS K 6911 A法」耐燃性試験にて「不燃性」

特　記

A-3 4号橋 受圧板詳細図(2/2)

(ミドルサイズ)

正 面 図 S=1:5 B-B断面 S=1:5

斜 視 図 S=1:2 バー断面形状 S=1:2 斜 視 図 S=1:2 バー断面形状 S=1:2

(ハーフサイズ)

正 面 図 S=1:5 C-C断面 S=1:5

全 号葉 第

図　示

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 受圧板詳細図(2/2)
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

494.05

493.93

494.51

492.94

491.87

492.92

491.81

460

465

470

475

480

485

490

495

500

495

500

505

510

50
5

49
5

50
0

A-3 4号橋 軽量盛土工 計画平面図 S=1:200

全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 軽量盛土工 計画平面図

1:200

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

1:1.2

1:0.6

1:0.6

1:
1
.5

1:
1
.5

4H-11

4H-12

495.76
494.89

500.88

490.46

493.73

494.22

493.75

492.97

493.00

495.36

503.31

497.39

493.69
496.72

493.96

497.70

503.41

501.52

503.76

495.79

493.40

493.68

492.81

493.28

492.49

491.94

493.11

503.63

511.19

504.85

491.11

492.42

494.84

494.75

494.51

480.43

481.25

481.65
474.72

469.06

487.18

476.13

468.45

476.12

466.27
462.89

465.75

474.12

466.01

486.79

487.19

480.26

492.44

498.56

495.34

492.31

494.63

Rガッタ ー500

落
蓋
400×

400

U2
00

U400

波
型
管
φ
10
00

U400

U400

落蓋400×
400

U180

As

As

As

As

As

法枠工

法枠工

モルタル吹付

モルタル吹付

Co

コンクリート張

49
4.

89
3

49
4.

76
4

49
4.

60
1

49
4.

74

49
4.

52

49
4.

68

R
=1

2
0

N
O
.2

1
+
1
2
.
0
6
0

K
E
.
3-
2

A=
70

NO.22

NO.23

KAKA4
NO.24

NO.25

NO.26

KE.4-1

NO.27

+10.0

+9.0

+15.0

+16.0

BP

No.1

No.2

No.3
EP(No.4)

BC1

EC1(BC2)

EC2(BC3)

EC3

A3-BorNo.7

A3-BorNo.8

軽量盛土工 L=59501

＊橋梁設計において視距拡幅及びNo.21+16.5～No.23+6区間の路肩スリ付け(0.5m～1.5m）を行っている為、留意すること。
＊橋梁設計の線形計算書を確認する事。

R=15

R=15

R=30
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

張コンクリート（t=10cm）　　A＝18.0×0.8ｍ＝14.4㎡
型枠　　　　　　　　　　　　A＝18.0×0.1ｍ＝1.8㎡

WSs
VWSs

dt

WSsVWSs

dt-c

dt-g

dt-s

DL=490.00

DL=480.00

GH=
FH=

487.85
494.84

No.23+9.00

　規格認定材料と同等品以上を使用すること。

・発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）の

摘　　　要

凡例

種　別

ＥＰＳブロック（Ｄ－２０）

ＥＰＳブロック（ＤＸ－２４Ｈ）

ＥＰＳブロック（ＤＸ－２９）

ＥＰＳブロック（ＤＸ－３５）

現場打ち防護柵基礎工

上部調整コンクリート

100×50×20×3.2 ZAM120以上 

専用スタッド（支柱）

壁面材

300×900×(35)

基礎コンクリート

基礎砕石　t=100mm

t=20mm

敷砂
吸出し防止材

150×150 t=50mm

水抜きパイプ φ100

@2.0m以下

t=5.0mm

長繊維不織布 ODS

裏込砕石

C-40

コンクリート床版　t=150mm

EPSブロック（D-20）

EPSブロック（DX-24H）斜線部

EPSブロック（DX-29）格子部

EPSブロック（DX-35）二重線

張りコンクリート

0.572%0.572%

水平力抑止工

グラウンドアンカー @3000

24-12-20

18-8-20

18-8-20

18-8-20

RC-40

As

法枠工

法
枠
工

494.812494.87

舗装破砕

4号取付舗装

1.500 3.00014.47

(1:1.2)

(1:1.2)

10
0 30
0

14
50

0
11

62

15
00

15
0

30
00

15
0

30
00

15
0

30
00

15
0

32
50

15
0

▽494.812

▽479.150

9.138

3.138 1.500

(1:0.6)

(1:0.6)

4.
0

7.33

8.53
11.03

転倒に対する許容範囲

滑動に対する安全率

常時

設計条件

EPSブロック材

上載土

1.500

地震時

1.200

e ≦ B/6 1.500

常時の1.5倍最下段ＥＰＳの許容応力度

地盤の支持力に対する安全率

外的安定
EPS許容応力度

3.0 2.0

設計水平震度

種別 レベル2地震動

設計水平震度

設計水平震度の修正

γ=

輪荷重

交通荷重

20 φ= 35 °

 P= 100 KN

ql= 10

D-20

発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）の規格認定材料と同等品以上を使用する。

※2

※1

※1

H/Bが0.8以下の場合は修正を行わない。※2

裏込材 γ= 20

Ⅱa種 C地域

kh= 0.20 × 0.70 = 0.140

khe= β × kh

規格 単位体積重量

DX-24H

DX-29

DX-35

0.20 KN/m3

0.24 KN/m3

0.29 KN/m3

0.35 KN/m3

内的安定
D-20

規格 許容応力度

DX-24H

DX-29

DX-35

50 KN/m2

100

140

200

KN/m2

KN/m2

KN/m2

EPSブロック材 ※1

床版コンクリート γ= 24.5 KN/m3

調整コンクリート γ= 23 KN/m3

(鉄筋）

(無筋)

荷重

Hmax= 14.500 m

※3

※3

安定上、不足する水平力はコンクリート床版を介してアンカー抑止工で支持する。※3

(壁面材高さ）EPS最大壁高さ

必要地耐力

現場試験により地耐力の確認を行ってください。※

 q= KN/m2最大地盤反力度 62.018

KN/m3

KN/m3

KN/m2

 q= KN/m250.139

常時

地震時

(NO.23+9.70)

A-3 4号橋 軽量盛土工 標準断面図 S=1:100

コンクリート吹付 t=100mm

σck=18N/mm2

全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 軽量盛土工 標準断面図

1:100
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

20L=10000

現場打ち防護柵基礎 H=1000

L=4000

現場打ち防護柵基礎 H=1400

20

▽493.670▽493.762
▽494.019

▽494.459

▽494.680▽494.812
▽495.165

8921 3887 7133 20347 15534 1548

軽量盛土工延長 L=59501

3601 5850 12600 9900

中間床版(4) 54001

中間床版(3) 49951

中間床版(2) 44551

中間床版(1) 18000

プレキャスト防護柵基礎 L=45461

11
62

14
50

0

15
30

14
50

0

10
59

13
25

0

11
19

10
10

0

86
2

16
50

59501

58501

1801 1800 1800 4950 7200 3600 3600 3600 2700 3600 4050 1800 1800 1800 1350 1350 1350 1350 1350 900 900

15
0

12
64

13
50

0

10
76

11
35

0

10
53

96
00

97
9

69
50

補強土壁工延長 L=13993

1800

4950

3679

18002250

12
65

15
0

35
00

30
00

15
0

30
00

15
0

15
00

30
0

10
0

11
60

0

22600

最下層EPS幅 B=1250 L=13950

DL=490.000

DL=485.000

DL=480.000

DL=475.000

DL=490.000

DL=485.000

DL=480.000

DL=475.000

DL=490.000

DL=485.000

DL=480.000

DL=475.000

DL=490.000

DL=485.000

DL=480.000

DL=475.000

上部床版段差間距離(mm)

中間床版(4)延長(mm)

中間床版(2)延長(mm)

中間床版(3)延長(mm)

中間床版(1)延長(mm)

防護柵基礎延長(mm)

上部床版延長(mm)

▽493.400
▽493.150

▽493.000

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ施工延長(mm)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ段差間隔(mm)

▽492.250

▽491.750

▽491.250

▽490.250

▽489.100

▽488.100

▽487.100

▽485.950

▽484.950

▽483.950

▽483.300

▽482.800

▽482.300

▽481.800

▽481.300

▽480.800

▽480.150

▽478.650

▽481.300

▽480.800

▽480.150

▽490.250

▽487.100

▽483.950

▽480.800

▽482.300

▽493.650
▽493.900

▽493.150

▽479.650

▽479.150

注）延長表示は、EPS前面位置での延長を示す。

中間ｺﾝｸﾘｰﾄ床版(1)

上部調整ｺﾝｸﾘｰﾄ

A=23.73m2

上部調整ｺﾝｸﾘｰﾄ

A=2.45m2

(プレキャスト防護柵基礎)

既設撤去想定ライン

00.000

埋戻想定ライン

▽490.250

▽487.100

▽483.950

1:
0.
5 1:

0.
5 1:

0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5 1:

0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:0.5

1:0.5

1:0.5

1:0.5

1:0.5

中間ｺﾝｸﾘｰﾄ床版(4)

中間ｺﾝｸﾘｰﾄ床版(3)

中間ｺﾝｸﾘｰﾄ床版(2)

上部ｺﾝｸﾘｰﾄ床版(現場打ち防護柵基礎H=1000)

上部調整ｺﾝｸﾘｰﾄ

A=0.63m2

(現場打ち防護柵基礎H=1400)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎砕石

伸
伸

伸 伸

　規格認定材料と同等品以上を使用すること。

・発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）の

摘　　　要

凡例

種　別

伸ｺﾝｸﾘｰﾄ床版目地材 t=20mm

ＥＰＳブロック（Ｄ－２０）

ＥＰＳブロック（ＤＸ－２９）

ＥＰＳブロック（ＤＸ－３５）

ＥＰＳブロック（ＤＸ－２４Ｈ）

上部調整ｺﾝｸﾘｰﾄ目地材 t=10mm 伸

上部調整ｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾌ°ﾚｷｬｽﾄ)

コンクリート床版

アンカー工（投影位置）

上部調整ｺﾝｸﾘｰﾄ(現場打ちH=1000)

上部調整ｺﾝｸﾘｰﾄ(現場打ちH=1400)

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5 1:

0.
5

伸伸 伸

伸

伸 伸

伸 伸

伸 伸

NO.
23

NO.
23
+9.

0

NO.
24

KA.
3-2

KA.
4-
1

NO.
25

NO.
25+

15
.00

NO.
26

A-A

C-C D-D E-E

b

VWSs

WSs

VWSs

WSs

WSs

VWSs

WSs

dt-g

dt-g

dt-g

dt-s

dt-s

正面展開図 S=1:100

A-3 4号橋 軽量盛土工 展開図(1)

N O
. 2

3 +
5 .

5

N O
. 2

4 +
3 .

5

18-8-20

18-8-20
18-8-20

t=150mm, 24-12-20

t=150mm,24-12-20

t=150mm, 24-12-20

t=150mm, 24-12-20

t=150mm, 24-12-20

18-8-20

RC-40

B -
B

全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 軽量盛土工 展開図(1)

1:100
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

N O
. 2

3 +
5 .

5

N O
. 2

4 +
3 .

5

▽493.670▽493.762
▽494.019

▽494.459

▽494.680▽494.812
▽495.165

8921 3887 7133 20347 15534 1548

軽量盛土工延長 L=59501

3601 5850 12600 9900

中間床版(4) 54001

中間床版(3) 49951

中間床版(2) 44551

中間床版(1) 18000

11
62

14
50

0

15
30

14
50

0

10
59

13
25

0

11
19

10
10

0

86
2

16
50

59501

58501

1801 1800 1800 4950 7200 3600 3600 3600 2700 3600 4050 1800 1800 1800 1350 1350 1350 1350 1350 900 900

15
0

12
64

13
50

0

10
76

11
35

0

10
53

96
00

97
9

69
50

補強土壁工延長 L=13993

1800

4950

3679

18002250

12
65

15
0

35
00

30
00

15
0

30
00

15
0

15
00

30
0

10
0

11
60

0

22600

DL=490.000

DL=485.000

DL=480.000

DL=475.000

DL=490.000

DL=485.000

DL=480.000

DL=475.000

DL=490.000

DL=485.000

DL=480.000

DL=475.000

DL=490.000

DL=485.000

DL=480.000

DL=475.000

上部床版段差間距離(mm)

中間床版(4)延長(mm)

中間床版(2)延長(mm)

中間床版(3)延長(mm)

中間床版(1)延長(mm)

上部床版延長(mm)

▽493.400
▽493.150

▽493.000

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ施工延長(mm)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ段差間隔(mm)

▽492.250

▽491.750

▽491.250

▽490.250

▽489.100

▽488.100

▽487.100

▽485.950

▽484.950

▽483.950

▽483.300

▽482.800

▽482.300

▽481.800

▽481.300

▽480.800

▽480.150

▽478.650

▽481.300

▽480.800

▽480.150

▽490.250

▽487.100

▽483.950

▽480.800

▽482.300

▽493.650
▽493.900

▽493.150

▽479.650

▽479.150

注）延長表示は、EPS前面位置での延長を示す。

既設撤去想定ライン

00.000

埋戻想定ライン

▽490.250

▽487.100

▽483.950

1:
0.
5 1:

0.
5 1:

0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5 1:

0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:0.5

1:0.5

1:0.5

1:0.5

1:0.5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5 1:

0.
5

NO.
23

NO.
23
+9.

0

NO.
24

KA.
3-2

KA.
4-
1

NO.
25

NO.
25+

15
.00

NO.
26

A-A

C-C D-D E-E

B -
B

正面展開図 S=1:100

A-3 4号橋 軽量盛土工 展開図(2)
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

Vc

地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

白
亜
紀

完
新
世

地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる盛土で12.9ｍ厚で確認される。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在
する。未風化砂岩の転石は硬質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。大既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約0.7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部ど0.0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含むみ含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩・礫岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40
～70°の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。
岩級区分CH級。

地質凡例

WSs

VWSs

dt-c

Vc

DL=490.00

GH=
FH=

487.91
495.25

No.23

1.895%1.895%

1:
1.
5

1:0.6

1:0.6

3.000

▽495.165

1.297 1.2973.458

9.052

10
030
0

11
60

0
12

65

15
0

35
00

15
0

30
00

15
0

30
00

15
0

15
00

7.44

8.43

As

495.165
495.336

単位工　種 数　量

数量表 NO.23

長繊維不織布 ( ODS ) m

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m以下 m2

防護柵基礎足場工（単管） m

m2 84.71EPSブロック ( D-20 )

張りコンクリート m2

17.78

1.41

11.04

0.13

吹付けコンクリート　t=100mm m 6.78

m2 -EPSブロック ( DX-35 )

m2 7.29EPSブロック ( DX-24H )

m2 -EPSブロック ( DX-29 )

水抜きパイプ ( φ100 ) m 3.60

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m超 m2 2.54

水平抑止工足場工 m2 4.03

S=1:100A-3 4号橋 軽量盛土工 構造断面図(1)

＊橋梁設計において視距拡幅と、No.21+16.5～No.23+6区間の路肩スリ付け(0.5m～1.5m）を行っている為、計画位置には留意すること。
＊上記の線形計算確認は、橋梁設計の線形計算書を確認する事。
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

0.50

0.78

2.35

R7-10工区

1.08

－

2.94

－

－

－

0.64

－

－

(No.23+5.4)　0.29

(No.23+5.4)　1.03

10
00

0.
0

支持層線

ｂ

WSs
VWSs

dt

地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

白
亜
紀

完
新
世

地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩・礫岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在する。未風化砂岩の転石は硬
質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部に0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含み、含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40～70°
の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。

岩級区分CH級。

地質凡例

WSsVWSs

dt-c

dt-g

dt-s

DL=490.00

GH=
FH=

487.85
494.84

No.23+9.00

DL=480.00

0.572%0.572%

Ｃ Ｌ

Ｄ

Ｃ Ｌ

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０

Ｎ値

478.71

475.46

475.01

472.06

（投影）

No.23+8.71 R-5.50

標高４８０．４６ｍ

( 深度８．００ｍ )

Ａ３－Ｎｏ . ７

As

法枠工

法
枠
工

494.812494.87

舗装破砕

4号取付舗装

1.500 3.00014.47

(1:1.2)

(1:1.2)

10
0 30
0

14
50

0
11

62

15
00

15
0

30
00

15
0

30
00

15
0

30
00

15
0

32
50

15
0

▽494.812

▽479.150

9.138

3.138 1.500

4.
0

7.33

8.53
11.03 単位工　種 数　量

数量表 NO.23+9.00

長繊維不織布 ( ODS ) m

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m以下 m2

防護柵基礎足場工（単管） m

m2 96.70EPSブロック ( D-20 )

張りコンクリート m2

20.80

1.39

14.81

0.09

吹付けコンクリート　t=100mm m 7.14

m2 0.50EPSブロック ( DX-35 )

m2 29.73EPSブロック ( DX-24H )

m2 0.78EPSブロック ( DX-29 )

水抜きパイプ ( φ100 ) m 2.35

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m超 m2 3.51

水平抑止工足場工 m2 1.17

S=1:100A-3 4号橋 軽量盛土工 構造断面図(2)
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

R7-10工区

－

－

－

－

－

－

0.63

0.93

2.70

3.30

3.20

0.79

10
00

0.
0

Vc

地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

白
亜
紀

完
新
世

地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩・礫岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在する。未風化砂岩の転石は硬
質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部に0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含み、含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40～70°
の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。
岩級区分CH級。

WSs

VWSs

dt-g

dt-s

DL=490.00

GH=
FH=

488.61
494.68

KA.3-2KA.4-1

DL=480.00

0.00%0.00%

2.4%
AsAs

法
枠
工

法
枠
工

法
枠
工

494.68494.68

舗装破砕

4号取付舗装

1.5003.0003.0001.500

9.000

14.97

16.99

(1:1.2)

▽494.680

▽478.650

10
0 30
0

14
50

0
15

30

20
00

30
00

15
0

30
00

15
0

30
00

15
0

27
50

15
0

15
0

1250

(1:0.6)

(1:0.6)

4.
0

8.48

7.28

単位工　種 数　量

数量表 KA.3-2,KA4-1

長繊維不織布 ( ODS ) m

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m以下 m2

防護柵基礎足場工（単管） m

m2 90.15EPSブロック ( D-20 )

張りコンクリート m2

20.68

1.58

14.60

8.49

吹付けコンクリート　t=100mm m 8.49

m2 0.63EPSブロック ( DX-35 )

m2 29.45EPSブロック ( DX-24H )

m2 0.92EPSブロック ( DX-29 )

水抜きパイプ ( φ100 ) m 3.20

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m超 m2 3.13

水平抑止工足場工 m2 -

S=1:100A-3 4号橋 軽量盛土工 構造断面図(3)
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1:100



実 施 設 計 図

32 22

指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

R7-10工区

－

－

－

－

－

－

－

－

0.63

1.02

－

0.35

ｂ

ボーリング位置の支持層線

支持層線

地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

白
亜
紀

完
新
世

地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩・礫岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在する。未風化砂岩の転石は硬
質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部に0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含み、含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40～70°
の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。

岩級区分CH級。

地質凡例

dt-g

WSs

VWSs

dt-s

DL=490.00

GH=
FH=

490.09
494.42

No.24

DL=480.00

0.87%0.87%

1:1.2

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０

Ｎ値

４６６．０５

４６９．０５

４７１．１５

４７０．８５

４７５．０５

４８７．９５

No.24+9.02 R-4.64
（投影）

標高４８８．０５ｍ

( 深度２２．００ｍ )

Ａ３－Ｎｏ . ８

As
As

法
枠
工

法
枠
工

法
枠

工

494.38

舗装破砕

4号取付舗装

1.5003.000

9.073

1.500 3.000
0.0370.036

10.43

(1:1.2)

▽494.459

10
59

13
25

0

30
0

10
0

50
0 15

0

30
00

15
0

30
00

15
0

30
00

15
0

30
00

15
0

▽480.150

1250

4.
0

6.67

9.07

0.76

10.72

単位工　種 数　量

数量表 NO.24

長繊維不織布 ( ODS ) m

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m以下 m2

防護柵基礎足場工（単管） m

m2 97.18EPSブロック ( D-20 )

張りコンクリート m2

18.79

1.30

13.07

0.12

吹付けコンクリート　t=100mm m 9.64

m2 -EPSブロック ( DX-35 )

m2 7.85EPSブロック ( DX-24H )

m2 0.63EPSブロック ( DX-29 )

水抜きパイプ ( φ100 ) m 2.90

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m超 m2 2.81

水平抑止工足場工 m2 -

S=1:100A-3 4号橋 軽量盛土工 構造断面図(4)
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0

全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 軽量盛土工 構造断面図(4)
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

景観設計

地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

白
亜
紀

完
新
世

地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩・礫岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在する。未風化砂岩の転石は硬
質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部に0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含み、含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40～70°
の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。
岩級区分CH級。

地質凡例

b

dt-g

VWSs

dt-s

DL=490.00

GH=
FH=

493.76
493.87

No.25

DL=480.00

DL=470.00

3.32%3.32%

As
As

法
枠

工

法
枠
工

法
枠
工

494.02

493.71

舗装破砕

4号取付舗装

1.5003.000

9.277

1.500 3.000

0.1390.138
5.22

(1:1.2)

(1:1.5)

▽494.019

11
19

10
10

0

30
0

10
0

10
00

15
0

30
00

15
0

30
00

15
0

25
00

15
0

▽482.800

(1:0.6)

(1:0.6)

4.
0

6.88

9.28

6.66
10.25

単位工　種 数　量

数量表 NO.25

長繊維不織布 ( ODS ) m

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m以下 m2

防護柵基礎足場工（単管） m

m2 42.18EPSブロック ( D-20 )

張りコンクリート m2

13.28

1.54

10.23

0.10

吹付けコンクリート　t=100mm m 10.01

m2 -EPSブロック ( DX-35 )

m2 10.51EPSブロック ( DX-24H )

m2 -EPSブロック ( DX-29 )

水抜きパイプ ( φ100 ) m 2.55

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m超 m2 1.23

水平抑止工足場工 m2 -

S=1:100A-3 4号橋 軽量盛土工 構造断面図(5)
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GH=
FH=

DL=490.00

As

493.60

DL=490.00

GH=
FH=

As

493.49

493.53

493.76

493.28

5.16%
5.16%

493.41

493.67

493.12

5.77%
5.77%

地質時代

新
生
代

中
生
代

第
四
紀

白
亜
紀

完
新
世

地層名

盛土

崖錐堆積物

火山砕屑物

四万十層群

記号

ｂ

dt

Vc

VWSs

WSs

Ss

地質名

玉石混じり砂礫

　    転石
 　礫混じり砂
　 粘土質砂礫
礫混じり砂質シルト　
　礫混じり粘土　　
礫混じり粘土質砂

火山灰質砂
　ローム

強風化砂岩・礫岩

風化砂岩・礫岩

砂岩・礫岩

N値

3～188

1～26

4

4～500

49～貫入不能

56～貫入不能

特徴

φ20mm～80mm大の礫を含む粘土混り礫よりなる。礫は砂岩を主体とし、風化及び未風化が混在する。未風化砂岩の転石は硬
質である。礫間は粗砂混りの粘土で充填される。深部に従い含水量は多くなり粘性も強くなる。   

粘性土～礫質土よりなる崖錐堆積物で、1.4～4.2ｍ厚で確認される。既設盛土及び擁壁下の沢沿いに分布するが、一部斜
面中でも確認される。粘性土～礫質土と土質の変化に富む。なお、最大で約7ｍの転石が確認される。

火山灰質の粘性土で、表層部に0.3～1.30ｍ厚で確認される。φ2～30㎜大の礫を少量含み、含水・粘性ともに大である。

岩芯まで風化が進行した強風化砂岩・礫岩で0.45～6.8ｍ厚で確認される。礫状コア主体で採取される。岩級区分D級。

風化が進行し亀裂が発達する風化砂岩で1.35～6.3ｍ厚で確認される。岩片状～短柱状コアで採取される。亀裂は約40～70°
の範囲で発達するが、縦亀裂やクサビ型状を呈する個所もみられる。ハンマー打撃により濁音を発して割れる。
岩級区分は一部D級を呈するが全体としてはCL級を主体とする。

最大65㎝長の棒状コアで採取される砂岩・礫岩で3.85～5.72ｍ厚で確認される。硬質でハンマー打撃により金属音を発する。
岩級区分CH級。

地質凡例

舗装破砕

舗装破砕

No.25+15.00

No.26(KE.4-1)

1:
1.
0

4号取付舗装

4号取付舗装

1.5003.000

9.430

1.5003.000

9.481

1.500 3.000
0.2150.215

1.500 3.000

0.2410.240

11.28

4.53

7.08

9.48
10.00

2.44

9.43

8.23

7.03

0.50

0.50

500

5000

5000

47
78

55

36
70

▽478.800

1:0.6

1:0.6

1:0.6

VWSs

WSs

b

VWSs

Vc

WSs

▽493.762

86
2

16
50

30
0

10
0

15
00

15
0

▽491.250

単位工　種 数　量

数量表 NO.25+15.00

長繊維不織布 ( ODS ) m

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m以下 m2

防護柵基礎足場工（単管） m

m2 0.61EPSブロック ( D-20 )

張りコンクリート m2

1.04

0.16

2.33

0.05

吹付けコンクリート　t=100mm m 2.27

水平抑止工足場工 m2 0.0

m2 -EPSブロック ( DX-35 )

m2 0.96EPSブロック ( DX-24H )

m2 -EPSブロック ( DX-29 )

水抜きパイプ ( φ100 ) m 1.20

裏込砕石 ( C-40 )盛土高6.0m超 m2 -

40
00

水平抑止工足場工 m2 3.20

S=1:100A-3 4号橋 軽量盛土工 構造断面図(6)
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

ＥＰＳブロックの基本形状・物性規格 S=1:25

両 爪 型 

緊結金具詳細図

片 爪 型 

緊結金具の設置例 S=1:100

平 面 図

ＥＰＳブロック配置の参考例 S=1:100

平 面 図

（ＥＰＳ工詳細図）

A-3 4号橋 軽量盛土工 構造図 (1)

2000

50
0

100
0

2000

100
0

5×
10

0

150

150

150

150

2000

（標準）

10
00

型内発泡法　ＥＰＳブロック 押出発泡法　ＥＰＳブロック

特記事項

１． 本工事の軽量盛土工法

（１） 本工事における軽量盛土工は、契約図書に示す構造条件等に対し、「 EDO-EPS工法　設計・施工基準書

   　（２０１９年５月　発泡スチロール土木工法開発機構）（以下、「基準書」と示す）」により決定している。

（２） 本工事に施工に際し、上記１．（１）によらず別の軽量盛土工法を採用しようとする場合は、事前に監督職員の

   　承諾を得なければならない。なお、この場合は、下記に示す耐震性能が実証実験で証明されていることを前提に、

   　その実証実験により確立された設計手法で別途設計されているものでなければならない。

   　・軽量盛土工法は、下記に示す実証実験により耐震性能が証明出来るものでなければならない。

   　　①　軽量盛土レベル　：　軽量盛土高さ８ｍ以上

   　　②　地震動レベル　　：　レベル２地震動

２．使用材料

（１）発泡スチロールブロックについては、「基準書」第３章　材料　３．２ EDO-EPSブロックに示される

     材料特性を満足するものとする。

（２）緊結金具については、地震時における軽量盛土体に作用する水平力に対し、発泡スチロールブロックの結合性能が

     金具のせん断抵抗力により確保できる機能を有するものとし、その性能・機能については、上記１．（２）に示す

     実証実験において、軽量盛土体の一体性の確保が証明される等、耐震性能が確保されていることを証明できるもので

     なければならない。

３．施工管理方法

本工事における軽量盛土工の施工管理については、「施工管理基準」の他、「基準書」第６章　施工によるものと

しているが、上記１．（２）により工法を採用する場合における施工管理方法は、監督職員と別途協議するものとする。

( レベル2地震動対応時の配置例 )

緊結金具

：　下層ステージ

：　上層ステージ

   -0.010

kN／m

kN／m

kN／m

圧 縮 強 度

許容圧縮応力度

弾 性 係 数

10％ひずみ時

圧縮弾性領域

降伏ひずみ時もしくは

10090 70 50 35 20 140

140以上 100以上 70以上 40以上 280以上

7000 5000 3500 2000 14000

400以上

200

20000

2

2

2

180以上

9000

200以上

10000

・発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）の規格認定材料と同等品以上を使用する

kN／m

ＥＰＳブロック物性表

単 位項  目

単位体積重量 JIS K 7222

試験方法

0.25

ＥＰＳブロック種別

D-25 D-20 D-16 D-12 DX-29

0.16 0.290.20
   +0.020

0.12

DX-35

0.35±0.0303

D-30

0.30 0.24

DX-24H

型内発泡法 押出発泡法

・　　　 　　  　は、本設計で使用するＥＰＳブロックを示す。

   -0.020

   +0.030

   -0.015

   +0.020

   -0.010

   +0.020

   -0.010

   +0.020

   -0.020

   +0.030

   -0.010

   +0.030

110

220以上

11000

D-35

0.35
   -0.020

   +0.030

DX-45

0.45±0.050

700以上

350

35000

条　件

緊結金具の設置数

・　切断加工したブロックには、1ブロックあたり1個ないし2個使用とする。

1m あたり
2

1m あたり
3

2.0m×1.0m×0.5m

ブロックサイズ

－

2.30

1.15

・　発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）が指定した金具と同等品以上を使用する事。

個　数

・　レベル2地震動対応の場合は、上記個数の倍の金具を使用する事。

摘　要

・　緊結金具の個数は、ロス分を含んだ数量とする。

引張試験値めっき付着量

引張強さ

400以上

N／ mm

2
降伏点

2

295以上

N／ mm 2
3点平均付着量

相当

SGLC400
構造用 AZ150

記　号

150

記　号種　類 両面等圧めっきの最小付着量（両面の合計 g／m ）

1点最小付着量

130

・発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）が指定した金具と同等品以上を使用する

材料物性表

全 号葉 第
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鹿児島県道路公社

路 線 名

A-3 4号橋 軽量盛土工 構造図 (2)

（コンクリート床版工詳細図）

床版 （t=150） 伸縮目地詳細図

コンクリート床版工 S=1:10

コンクリート床版（t＝150）

（中間コンクリート床版）

コンクリート床版（t＝150） S=1:20

（上部コンクリート床版）

S=1:20

正 面 図

1 - 1

正 面 図

1 - 1

2 - 2 2 - 2

コンクリート床版段差部 S=1:20

@450 （標準）450@450
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25

0

100

150

目地材鉄筋

鉄筋金網 D13-150×150

コンクリート床版

鉄筋金網 D13－150×150

アンカー(M16)  L=400mm

(HDZ35)

100×50×20×3.2

(ZAM120以上)

専用スタッド(軽量溝形鋼)

300×900×(35)

壁面材

1 1

100×50×20×3.2

(ZAM120以上)

専用スタッド(軽量溝形鋼)
300×900×(35)

壁面材

1 1

アンカー(M16)  L=400mm

(HDZ35)

コンクリート床版

鉄筋金網 D13－150×150

コンクリート床版

鉄筋金網 D13-150×150

D13@150
S

2 D13 S
1

100×50×20×3.2

(ZAM120以上)

専用スタッド(軽量溝形鋼)

22

コンクリート床版

異形鉄筋 SD345

D13-150×150 

2

2

100×50×20×3.2

(ZAM120以上)

専用スタッド(軽量溝形鋼)

コンクリート床版

異形鉄筋 SD345

D13-150×150 

t=150mm, 24-12-20

t=150mm, 24-12-20

コンクリート床版 24-12-20

t=150mm, 24-12-20

t=150mm, 24-12-20

※重ね継手長=600以上

床版段差部鉄筋

D13, @150

EPSブロック

EPSブロック

EPSブロック

EPSブロックEPSブロック

EPSブロック

EPSブロック

（本）
形 式種 別 径

本 数

（mm）（mm）（mm）

長 さ L1 L2 L3

（mm）

L4

（mm）

種 別 径
長 さ

（mm） （kg/m）

単位質量

（本）

本 数 1本当り質量

（kg） （kg）

質　量
摘　要

段差部鉄筋加工表　（段差H=250） 段差奥行き10.0m当り

形式２

形式１

段差部鉄筋質量表

96.681D13

D13

1450

10000

67

1 0.995 9.950 9.950

1.4430.995

kg総質量　D13 106.631

S1 D13

D132

1 67

1

1450

10000 10000

250 600 600

S2

S1

S2

段差部鉄筋加工表　（段差H=500） 段差奥行き10.0m当り

（本）
形 式種 別 径

本 数

（mm）（mm）（mm）

長 さ L1 L2 L3

（mm）

L4

（mm）

種 別 径
長 さ

（mm） （kg/m）

単位質量

（本）

本 数 1本当り質量

（kg） （kg）

質　量
摘　要

段差部鉄筋質量表

113.364D13

D13

1700

10000

67

3 0.995 9.950 29.850

1.6920.995

kg総質量　D13 143.214

S1 D13

D132

1 67

3

1700

10000 10000

500 600 600

S2

S1

S2
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主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 軽量盛土工 構造図 (2)
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

165

50
30

0
＠

30
0㎜

225 @500㎜

10
0

65

16
5

450

30
0

50

@450㎜

@450㎜

225

50

175 450 450

900 @900㎜

10
0

50
50

10
0

17
5

50
17

5

44
0

EPSブロック

コンクリート床版

地覆コンクリート

コンクリート床版

EPSブロック

中間・床版コンクリート

中間・床版コンクリート

EPSブロック

EPSブロック

■笠石詳細図 ■支柱固定ファスナー詳細図

■支柱継ぎ手詳細図

（コンポジットEPS壁体工詳細図） 

A-3 4号橋 軽量盛土工 構造図 (3) S=1:4 

笠石パネル

165×900×50

笠石固定金具

（HDZ35）

グリップ金具

（HDZ35)

専用スタッド（支柱）

100×50×20×3.2　

（ZAM120又はK18以上）

セキ板プレート

（ZAM120又はK18以上）

セキ板プレート

（ZAM120又はK18以上）

専用スタッド（支柱)

100×50×20×3.2　

（ZAM120又はK18以上）

笠石パネル

（165×900×50）

端壁パネル

（100×300×30）

笠石固定金具（HDZ35)

コーナー用アンカー埋設パネル

（300×900×(35)）
コーナー金具

(HDZ35)

グリップ金具（HDZ35）

笠石コンポジットパネル

165×900×50

笠石固定金具(HDZ35）

コーナー金具(HDZ35)

端壁パネル

（100×300×30）

グリップ金具（HDZ35）

専用スタッド（支柱）

100×50×20×3.2　

（ZAM120又はＫ18以上）

コンポジットパネル

（300×900×（35）)

スライド金具

（HDZ35）

アンカー（M16）　L=400㎜

（ＨＤＺ35）
アンカー（M16）　L=400㎜

（ＨＤＺ35）

セキ板プレート

（ZAM120又はK18以上）

セキ板プレート

（ZAM120又はK18以上）

スライド金具

（HDZ35）

グリップ金具

（HDZ35）

コンポジットパネル

（300×900×（35）)

支柱継手金具

440×65×9(HDZ55)ボルトナット(M18)

（HDZ55）

ボルトナット（M18）

（HDZ55)

支柱継手金具

440×65×9(HDZ55)

〈断面図〉〈平面図〉

〈正面図〉

〈平面詳細〉 〈断面詳細〉

〈平面詳細〉 〈断面詳細〉

全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 軽量盛土工 構造図 (3)

1:4
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

■平面図
■断面図

S=1:10

S=1:20
S=1:20

S=1:20

（基礎工詳細図）

A-3 4号橋 軽量盛土工 構造図 (4)

10
0

30
0

30
0

30
0

30
0

@3
00

㎜

175 450 450 ＠450㎜

900

225

175 450

900

450

450

225

450 @450㎜

10
0

900 @900㎜

15
0

@450㎜

100
60

0

1400 200200

1800

20
0

300

段
差

部

30
0

30
0

@3
0
0m

m

30
0

10
0

45
21

0
45

30
035100

150

35
10

0

225

175

50

（支柱鋼材設置位置）

※支柱設置位置と鋼材の向きに注意

EPS ブロック

EPS ブロック

1:
0.
5

EPSブロック

EPSブロック

EPSブロック

EPSブロック

EPSブロック

コンクリート床版

基礎砕石

笠石パネル

基礎コンクリート

専用スタッド（支柱)100×50×20×3.2

亜鉛アルミニウム合金めっき

(ZAM120又はK18同等以上)

グリップ金具

（ HDZ 35）

割付起点

コンポジットパネル

（300×900×（35）)

グリップ金具

（HDZ 35）

基礎コンクリート

グリップ金具

（HDZ 35）

グリップ金具

（HDZ 35）

基礎コンクリート

コンポジットパネル

300×900×(35)

専用スタッド（支柱）

100×50×20×3.2

(ZAM120又はK18同等以上)

専用スタッド（支柱）

100×50×20×3.2

(ZAM120又はK18同等以上)

専用スタッド（支柱)100×50×20×3.2

亜鉛アルミニウム合金めっき

(ZAM120又はK18同等以上)

箱抜き管　φ150

基礎材

150
基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

笠石パネル

（165×900×50）

コンポジットパネル(コンクリート製)

300×900×(35)

基礎コンクリート

コンクリート床板

基礎砕石

グリップ金具

(HDZ35)

セキ板プレート

(HDZ35又はZAM120以上)

専用スタッド（支柱）

100×50×20×3.2 ZAM120以上

防護柵基礎

水抜きﾊ°ｲﾌ°

φ100、@2000

吸出防止材

 t＝50mm, 150×150

長繊維不織布 ODS

t=5.0mm

RC-40

18-8-20

18-8-20

間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ　18-8-20

RC-40

〈断面図〉
〈正面図〉

〈平面図〉

<部分詳細図>

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ詳細図

全 号葉 第

図　示

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

A-3 4号橋 軽量盛土工 構造図 (4)
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指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名

中間コンクリート床版(2)

中間コンクリート床版(1)

A-3 4号橋 軽量盛土工 床版計画平面図(1) S=1:200

全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

1:200

軽量盛土工 床版計画平面図(1)

1:1.2

1:0.6

1:0.6

1:1.2

1:0.6

1:0.6

KA
KA

4

R=
無

限
大

NO.23

KAKA4
NO.24

NO.25

NO.26

KE.4-1

+10.0

+9.0

+15.0

KA
KA

4

R=
無

限
大

NO.23

KAKA4
NO.24

NO.25

NO.26

KE.4-1

+10.0

+9.0

+15.0

中間コンクリート床版(2)  L=44551

中間コンクリート床版(1)  L=17550

目
地
材
 L

=6
37
5

目
地

材
 L

=3
44

5

14850

14851

14850

中間コンクリート床版(2)　数量表

施工上面高

施工平面積

目地材設置箇所数

施工厚 0.150

188.82

施工延長 44.551

m2

箇所

項　目 単位 数　量 摘　要

▽483.950

型枠延長 49.759m

2

CADより求積

m

m

伸縮目地材　t=20mm

摘　要

目地材施工幅

施工幅 B(m)

1 6.375

2 3.445

伸縮目地材　t=20mm伸

中間コンクリート床版(1)　数量表

施工上面高

施工平面積

施工厚 0.150

34.19

施工延長 17.550

m2

項　目 単位 数　量 摘　要

▽480.800

型枠延長 20.613m

CADより求積

m

m

凡例

伸 ：コンクリート床版目地位置　t=20mm

：コンクリート床版　t=150mm

施工延長

施工延長

目地間隔(mm)

型枠

L= 49.759 m(点線部)

型枠

L= 20.613 m(点線部)

伸

伸
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参 考 図

指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類

 

鹿児島県道路公社

路 線 名
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S=1:100A-3 4号橋 既設補強土壁想定横断図(1)
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既設補強土壁想定横断図(1)
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参 考 図

指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類
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参 考 図

指宿有料道路(Ⅱ期)線形改良工事(R7-10工区)

図面番号

工事名

縮尺

工事箇所

図面種類
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Ｅ－Ｅ

DL=490.00

ｂdt

VWSs

DL=490.00

Ｆ－Ｆ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

3000

1:1.2

1:0.6

1:0.6

1:1.5

▽489.83

1:
1.
5

1:
1.
5

1:1.5
▽486.71

500

495

500

505

5 10

505

495

50 0

4H-11

4H-12

494.89

500.88

490.46

493.73

494.22

493.75

492.97

493.00

495.36

503.31

497.39

493.69
496.72

493.96

497.70

503.41

501.52

503.76

495.79

493.28

492.49

493.11

503.63

504.85

491.11

492.42

494.84

494.75

480.43

481.25

481.65

474.72

469.06

487.18

476.13

468.45

476.12

466.27

462.89

486.79

492.31

494.63

494.05

493.93

494.51

492.94

491.87

492.92

491.81

Rガッタ ー500

落
蓋400×400

U2
00

U400

波
型
管
φ
10
00

U400

U4 00

U180

As

As

As

法枠工

法枠工

Co

コンクリート張

A=
70

KA
KA
4

NO
.2
3+

12
.8

93
R=

無
限

大

NO.23

KAKA4 NO.24

NO.25

NO.26

KE.4-1

+10.0

+9.0

+15.0

49
4.

89
3

49
4.

76
4

49
4.

60
1

49
4.

74

49
4.

52

49
4.

68

A3-No.7

A3-No.8

R=15R=15

R=15

保護路肩端

全 号葉 第

鹿児島市喜入中名町地内

主要地方道　指宿鹿児島インター線

1:100

既設補強土壁想定横断図(3)


